
国際物流強靭化推進研究会

物流・ロジスティクス・ＳＣＭ管理者による

本研究会は、国際物流の視点から産業界の持続可能な競争力の向上を目指す研究会で
す。製造業におけるロジスティクス管理者のメンバーを広く募ります。個社の国際物流におけ
る最適化・強靭化と、その実現に必要な国内物流インフラの維持・発展に向けて、情報共有
や協働推進等の活動を行います。

【研究会の活動内容】
集合型会場：日本ロジスティクスシステム協会 会議室（東京都港区）他
オンライン型 ：ZOOMミーティングを使用し開催いたします。

２．会合の構成／メンバー企業による取組み事例の相互情報交換が基軸

１．会合の基本姿勢
Give & Takeを基本姿勢、最適ソリューション追求のマインド

※本研究会では、独占禁止法及び独占禁止法のガイドラインにて定めているところの、新製品の販売時期、商品仕様、価格、
 数量等の 禁止事項に関する議題の設定や議論は一切行いません。

①【メインセッション】では、近年同様、国際物流最適化・強靭化に向けたテーマを設定し、
会合を行います。加えて、これから国際物流の基盤整備・構築を目指す企業向けに任意
参加にて②【追加セッション】を新たに設置し、2部構成の運営を行います。

これから国際物流における基盤整備・構築を目
指す企業を対象とし、任意参加で実施いたし
ます。他社事例の共有やフリーディスカッション
等を通した知識習得を目指します。

②【追加セッション】国際物流管理強化
13：30～14：30 【検討テーマ例】

 国際物流費＆KPI設定・管理手法
 入札＆パートナー選定評価業務の

最適運用
 貿易業務のDX運用

習得

個社の国際物流最適化・強靭化を実現すべく、
重要課題について、ゲスト講演やメンバー発表、
意見交換等を行います。

年間トピックとして「戦略港湾」を取り上げ、課
題解決に向けた議論の場を提供します。具体
的な協働の実現や情報発信等を目指します。

①【メインセッション】国際物流最適化＆強靭化  
15：00～16：00

【年間トピック】戦略港湾の推進
16：00～17：00

【検討テーマ例】
 物流DXによる可視化とデータドリブン意思

決定による業務価値向上と効率改善
 国際物流と域内物流の最適運用管理
 SDGs/ESGや物流規制への対応

アプローチ
 物流組織・人材強化の施策推進 など

【検討テーマ例】
 国内戦略港湾政策推進による
   インフラ維持強靭化

高度化

追求



個人情報の取り扱いについて
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー（http://www.logistics.or.jp/privacy.html）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本講座に関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。AA2534

■ 参 加 申 込 方 法 ■■ 参 加 資 格 ・ 参 加 料 ■

■オンライン事業へのご参加にあたり■
日本ロジスティクスシステム協会（以下「主催者」という）が定める「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」
(URL：https://bit.ly/346E1Ag )と、以下の事項の内容をお読みいただき、内容についてご理解、ご承諾のうえお申込みください。
●参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負わないものとします。
●オンライン事業の録画、録音、撮影は禁止します。
●参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の参加を中止させることがあります。
※諸事情により、「JILS オンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」の内容等を変更する場合があります。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 業務管理部
東京都港区海岸1-15-1 スズエベイディアム3階
E-Mail：shien@logistics.or.jp

ト ッ プ イ ベ ン ト ・ 講 習会 ・ 交流会 テーマ別交流会

【キャンセル規定】
第1回会合開催７日前～前々 日（開催日初日を含まず起算）・・・参加料（消費税を除く）の３０％
第1回会合開催前日および当日 ・・・参加料（原則として消費税を除く）の全額

第1回 6月27日(金) 第5回 10月10日(金) 第8回 2026年
1月16日(金)

第2回 7月10日(木) 第6回 11月13日(木) 第9回 2月10日(火)

第3回 8月8日(金) 第7回 12月12日(金) 第10回 3月6日(金)

第4回 9月5日(金)

2025年度 研究会開催日程 開催時間15：00～17：00（追加セッション 13：30～14：30）

■参加資格
 原則、SCM・ロジスティクス・物流部門、事業部門等の管理者

■参 加 料
【荷主企業（製造業主体）として参加】
 JILS会  員：121,000円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：253,000円（消費税込）／１名・年間登録
【ソリューション企業として参加】
※新規企業のお申込は、お断りさせていただく可能性がございます。
予めご了承ください。
JILS会  員：242,000円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：374,000円（消費税込）／１名・年間登録

■参加定員 ３０名（定員になり次第、締め切ります）

・WEB 請求書で請求いたします。
・WEB 請求書は原則として参加者のE-mail 宛に送付いたします。
それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示ください。
・お支払いは、原則として第1回会合前日までにお願いいたします。
（会合後になる場合は、参加申込フォーム内、備考欄に明記してくださ
い。）
・振込手数料はお客様にてご負担願います。

■ 参 加 料 支 払 い 方 法 ■

■ 問 い 合 わ せ 先 ■

WEBの場合
当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込みください。

※当協会のホームページは www1.logistics.or.jp または「JILS」で検索

※諸事情により、内容・日時等を変更する場合があります。
 追加セッションの参加は任意となります。

＜製造業メンバー＞
イシダ、クボタ、コマツ物流、三桜工業、セイコーエプソン、ダイキン工業、日本サニパック、パラマウントベッド、
日立建機ロジテック、ブラザーインターナショナル、本田技研工業、三井倉庫サプライチェーンソリューション／ソニー、
ヤマハ、リコー
＜ソリューション企業メンバー＞
コヒーレント・コンサルティング、Shippio、デロイト トーマツ コンサルティング、ハービット、PortX、三井情報、
三井住友信託銀行
＜行政メンバー＞
国土交通省 港湾局 国際コンテナ港湾政策推進室 港湾経済課港湾物流戦略室

【2024年度参加メンバー：全22社・26名（企業メンバー）

トップインサイト合同会社 代表（元ソニー㈱グローバル物流担当） 三宅 武志 氏
①会合における円滑なディスカッション導入とフォロー ②会合ごとのポイントとりまとめ など

コーディネーターのご紹介


	スライド番号 1
	スライド番号 2

